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添付資料 
 

1 ニーズ調査報告会・有識者検討会における検討事項 

(1) 第 1 回ニーズ調査報告会・有識者検討会における検討事項 

 具体的な数字の把握をすること。（菅原） 

 北海道の候補企業の意向も踏まえて、現地ニーズとのマッチングを図るべき。（菅原） 

 ポストハーベスト・ロスを把握するにあたって、多くの数字が出回っている状況では

ないので、現地の研究者を見つけられれば情報源として最も的確で早い。この人物を

キーパーソンとして、枝葉を広げてほしい。（菅原） 

 道内企業の関心を引くために、どのような作物が・どこで・いつ・どのくらい採れる

のかを把握した上で企業に紹介すると良い。（佐藤） 

 現地に行くと様々なニーズが見えると思うが、全体に対応するのは不可能なので、タ

ーゲットを絞り込んでモデル化し実証するといった方向に向けていくと良い。（筧） 

 インドネシアの大豆に関して、20 年ほど前に JICA でチームを作り大豆栽培を手掛け

た際のリーダーが札幌にいる。当時の問題点や品種選定など、参考になる話は聞ける

と思われる。（佐藤） 

 

(2) 第 2 回ニーズ調査報告会・有識者検討会における検討事項 

 各国共に複数の仮説が挙げられているが、もっと絞り込んで数字を用意する必要があ

るのではないか。努力して（情報を集め）捨てることも仕方のない世界である。（菅原） 

 4 ヶ国の担当者が各々検討・発表を行っているが、4 ヶ国を通じたキーメッセージが欲

しい。総花的に見える。（菅原） 

 調査対象国の違いがあまりに大きい。国によって全く課題が異なるであろう。共通の

理解、共通の方針を持った上で 3 回目調査に望んでほしい。（佐藤） 

 貧困の改善において、GDP だけで見れば改善効果が出ても、それが例えば生産の集約

化によって行うのであれば、かえって格差が広がっている可能性がある。人口分布の

中でどの位置の人にどう作用するのか。最終的な社会のグランドデザインをどう描い

ているのか、今一度確認してほしい。（宮下） 

 現状はニーズを情報として集めただけである。データとして統計的に分析し、ある程

度の試算が出れば専門家のアドバイスも聞ける。（宮下） 

 経験的には小さな国が成功し易い。今回の対象国ではヨルダン。（宮下） 

 ニーズとエゴを勘違いしないこと。現地ではあらゆる要望を聞くと思うが、個人の希

望なのか、国民のニーズなのか、きちんと捉えてほしい。（宮下） 

 仮にモロッコを企業に紹介するとしたら、付加価値の高い商品、たとえば機能性が注

目されるザクロやアルガンなどを原料としてまず検討してみてはどうか。これがきっ

かけとなって徐々に広がりを見せるかもしれない。（佐藤） 

 モロッコは最近積極的に誘致を行っており、盛り上がりがある。幾つか進出している

日本企業は皆ヨーロッパから進出している。ヨーロッパに出た企業が、ヨーロッパで

のビジネスにおいてモロッコを必要とした。この点がポイントである。（大矢） 
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2 各国の食品消費量比較 

 

(1) 一人あたり年間消費量（単位：kg / 年）2009 年 

  
日本 「イ」国 「バ」国 「ヨ」国 「モ」国 

アルコール飲料 42.4 1.0 0.0 0.7 3.4 
動物性油脂 1.6 0.5 0.3 1.0 2.4 
穀物 114.7 186.7 197.5 154.2 244.4 
卵 19.1 4.5 1.2 4.6 5.1 
魚・水産物 56.6 25.4 18.9 7.1 11.2 
フルーツ 52.7 68.1 24.2 53.1 87.7 
肉 45.9 11.6 4.0 42.0 30.1 
牛乳 73.9 11.4 20.2 94.8 47.3 
くず肉 2.5 1.8 0.6 1.1 1.8 
油料作物 9.1 28.4 1.9 9.4 2.7 
豆類 1.7 1.3 6.8 7.5 7.2 
スパイス類 1.2 1.1 2.8 0.6 1.7 
澱粉類・澱粉作物 31.9 57.9 31.4 21.9 33.9 
コーヒー・茶 5.8 2.2 0.4 5.3 3.2 
砂糖・甘味料 27.8 14.2 8.8 43.6 41.7 
ナッツ類 1.5 0.8 0.8 1.7 4.1 
サラダ油 15.2 9.1 5.3 19.9 12.3 
野菜類 101.6 39.5 26.8 99.2 131.2 

出所）FAOSTAT 

 

(2) 年間消費量（単位：1,000t / 年）2009 年 

  日本 「イ」国 「バ」国 「ヨ」国 「モ」国 
アルコール飲料 5,371 232 4 4 108 
動物性油脂 201 120 43 6 77 
穀物 14,521 44,337 29,035 929 7,730 
卵 2,416 1,063 176 28 160 
魚・水産物 7,164 6,041 2,778 43 354 
フルーツ 6,670 16,157 3,553 320 2,775 
肉 5,812 2,745 594 253 952 
牛乳 9,356 2,716 2,966 571 1,497 
くず肉 322 417 86 7 58 
油料作物 1,148 6,742 277 57 86 
豆類 221 298 996 45 228 
スパイス類 156 271 416 4 54 
澱粉類・澱粉作物 4,037 13,744 4,624 132 1,073 
コーヒー・茶 736 519 55 32 101 
砂糖・甘味料 3,520 3,380 1,293 263 1,320 
ナッツ類 194 181 121 10 129 
サラダ油 1,923 2,165 773 120 390 
野菜類 12,862 9,371 3,947 598 4,150 

出所）FAOSTAT 
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3 「バ」国でのワーキンググループ会議資料 
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4 現地調査時説明資料（各国共通） 
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5 「イ」国第 1 回調査時の当方提示資料 

 

 

 



270 

 

 

 

 

 

 



271 

 

 

 

 

 

 



272 

 

 

 

 

 

 



273 

 

 

 

 

 

 



274 

 

 

 

 

 

  



275 

 

 

6 「ヨ」国第 2 回調査時の当方提示資料（活用できる技術・ノウハウ） 
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7 「モ」国第 3 回調査時当方提示資料 

（CSVTPM を中心とした協力関係の構築について提案） 

 

 

  



278 

 

 

8 「モ」国 CSVTPM 備品一覧（CSVTPM 提供資料） 
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